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希
望
に
夢
ふ
く
ら
む
新
世
紀
の

幕
開
け
を
寿
ぎ
、
皆
様
に
は
、
健

や
か
な
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
革
命
に
よ
り
、
情
報
が
時

空
を
越
え
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
知
識

を
得
る
こ
と
が
現
代
を
生
き
抜
く

武
器
と
ま
で
言
わ
れ
る
昨
今
で
す

が
、
反
面
、
文
化
の
画
一
化
と
人

と
の
ふ
れ
あ
い
が
問
い
直
さ
れ
る

時
代
で
も
あ
り
ま
す
。

昨
年
７
月
の
機
構
改
革
で
は
、

組
織
の
ス
リ
ム
化
と
情
報
通
信
に

対
応
で
き
る
情
報
推
進
室
、
市
民

と
行
政
が
協
働
・
連
携
し
、
ま
ち

づ
く
り
を
市
民
総
意
で
行
う
市
民

参
画
推
進
室
、
ま
た
安
全
快
適
な

環
境
を
定
着
さ
せ
る
環
境
対
策
室

な
ど
新
世
紀
に
対
応
で
き
る
新
し

い
組
織
も
設
置
し
、「
花
・
歴
史
・

愛
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
向
う
10
ケ

年
の
総
合
計
画
を
ま
と
め
「
ふ
る

さ
と
夢
都
市
」
の
実
現
に
向
け
体

制
を
整
え
た
と
こ
ろ
で
す
。

特
に
本
年
は
、
市
民
参
画
元
年

と
し
て
、
市
民
・
団
体
・
企
業
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
行
政
が
協
働
で
行
う

「
市
民
参
画
事
業
」
を
推
進
し
、
市

民
と
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
と

役
割
を
分
担
し
、
高
齢
者
福
祉
・

男
女
共
同
参
画
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
個
性
が

輝
く
人
権
重
視
の
意
識
改
革
に
取

り
組
む
一
方
、
情
報
通
信
網
の
活

用
に
よ
り
便
利
な
暮
ら
し
が
広
が

る
地
域
情
報
化
を
進
め
、
質
の
高

い
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る

努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
10
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
行
財
政
改
革
で
は
、
市
民
各
位

の
ご
理
解
に
よ
っ
て
そ
の
効
も
見

え
は
じ
め
、
尚
一
層
経
常
支
出
の

縮
減
に
徹
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の

中
で
効
率
的
な
配
分
に
努
め
つ
つ
、

昨
年
の
加
西
中
学
校
の
体
育
館
や

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
完
成
に

加
え
、
玉
丘
史
跡
公
園
「
根
日
女

ロ
マ
ン
の
郷
」
が
今
春
オ
ー
プ
ン

の
運
び
に
な
り
、
丸
山
総
合
公
園

も
市
民
の
健
康
広
場
と
し
て
充
実

し
、
桜
の
園
と
し
て
開
花
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
健
康

づ
く
り
は
、「
治
療
よ
り
も
予
防
」

を
主
眼
に
「
寝
た
き
り
０ゼ

ロ

の
ま
ち

づ
く
り
」
に
取
り
組
み
、
医
療
、

健
康
、
福
祉
の
連
携
と
地
域
医
療

の
充
実
を
図
る
病
院
の
増
改
築
を

行
う
ほ
か
、
中
心
市
街
地
の
活
性

化
を
進
め
る
市
街
地
再
開
発
事
業

や
歴
史
資
産
を
活
か
し
た
街
な
み

環
境
整
備
事
業
、
財
政
基
盤
の
確

立
と
雇
用
の
場
を
創
出
す
る
加
西

南
産
業
団
地
や
加
西
常
吉
産
業
団

地
へ
の
企
業
誘
致
、
下
水
道
及
び

公
営
住
宅
の
建
設
な
ど
多
く
の
課

題
と
共
に
活
力
あ
る
都
市
基
盤
づ

く
り
に
も
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い

る
所
存
で
す
。

光
輝
く
21
世
紀
、
市
民
の
皆
様

の
一
層
の
ご
協
力
と
ご
支
援
を
希

い
、
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
て
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

加
西
市
長

藤
　
岡
　
重
　
弘
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
ご
家
族

そ
ろ
っ
て
健
や
か
に
清
々
し
い
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
は
21
世
紀
の
第
一
歩
。
ま

さ
に
新
世
紀
の
幕
開
け
で
あ
り
、

新
し
い
息
吹
に
包
ま
れ
ま
す
と
東

雲
の
空
も
一
層
ま
ぶ
し
く
、
身
も

心
も
引
き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま

す
。い

ま
私
は
、
爽
や
か
な
新
春
の

光
の
中
で
新
し
い
年
の
行
く
末
に

想
い
を
巡
ら
せ
な
が
ら
、
加
西
の

さ
ら
な
る
飛
躍
を
祈
り
願
っ
て
お

ら
れ
る
尊
い
市
民
の
皆
様
の
声
を

双
肩
に
受
け
、
誰
に
お
も
ね
る
こ

と
な
く
、
市
議
会
の
使
命
を
全
う

し
た
い
と
我
が
身
自
身
に
誓
っ
て

い
ま
す
。

皆
様
に
は
、
市
政
全
般
に
わ
た

り
、
ご
協
力
、
ご
尽
力
を
賜
わ
っ

て
お
り
ま
す
こ
と
、
心
か
ら
お
礼

と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

明
け
て
、
時
代
は
い
ま
大
き
な

転
換
の
時
期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

国
も
地
方
も
歴
史
の
潮
流
を
し
っ

か
り
見
据
え
、
持
て
る
英
知
を
結

集
し
、
そ
の
礎
を
築
い
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
市
政
34
年
を
迎
え
る
加

西
市
も
、
い
よ
い
よ
地
方
自
治
の

充
実
を
め
ざ
し
市
民
性
と
独
自
性

を
も
っ
た
諸
施
策
を
展
開
し
、「
人

間
交
流
都
市
・
か
さ
い
」
を
よ
り

確
か
な
も
の
と
す
る
た
め
全
力
を

投
球
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。特

に
、
個
性
豊
か
な
地
域
社
会

を
実
現
す
る
た
め
、
生
活
関
連
施

設
の
整
備
、
総
合
的
な
地
域
福
祉

施
策
、
地
域
経
済
の
活
性
化
等
、

災
害
に
強
い
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

を
積
極
的
に
推
進
す
る
こ
と
が
強

く
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
私
ど
も
議
員

22
名
は
市
民
の
皆
様
の
代
弁
者
と

し
て
、
市
政
の
監
視
機
能
を
最
大

限
に
発
揮
し
つ
つ
、「
開
か
れ
た
市

議
会
」
を
足
が
か
り
に
市
民
の
皆

様
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
る
べ
く

決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

と
り
わ
け
、
地
方
分
権
法
が
ス

タ
ー
ト
し
、
住
民
に
最
も
身
近
な

行
政
機
関
と
し
て
創
意
工
夫
を
凝

ら
し
、
自
主
的
な
運
営
が
任
さ
れ

つ
つ
あ
る
今
日
、
わ
が
市
の
意
思

を
決
定
す
る
べ
く
使
命
を
課
せ
ら

れ
た
議
会
の
責
務
は
、
従
来
に
も

増
し
て
極
め
て
重
要
で
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
21
世
紀
の
真
新
し
い
ペ

ー
ジ
を
開
き
、
私
ど
も
議
員
一
同

は
、
藤
岡
市
長
を
頂
点
と
す
る
揺

る
ぎ
な
い
執
行
体
制
を
い
ま
新
た

に
確
認
し
、
前
例
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
積
極
的
に
論
議
を
交
わ

し
、
新
た
な
歴
史
を
刻
む
べ
く
市

政
の
改
革
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

「
市
長
部
局
と
議
会
」
お
互
い
の
立

場
と
責
任
を
わ
き
ま
え
な
が
ら
相

協
力
し
、
さ
ら
に
精
進
す
る
こ
と

を
お
誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ど
う
か
、
市
民
の
皆
様
に
は
、

今
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協

力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

平
成
13
年
が
健
康
で
さ
ら
に
良
い

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
祈
り
な
が
ら

新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

加
西
市
議
会
議
長

黒
　
田
　
広
　
之
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平
成
十
一
年
度　
の　
一
般
会
計
、　
特
別
会
計
、　

企
業
会
計　
の　
決
算
を　
報
告　
し
ま
す

ま
ち
づ
く
り
や
ひ
と
づ
く
り
な

ど
行
政
運
営
の
中
心
と
な
る
一
般

会
計
は
、
歳
入
２
４
３
億
４，　
４
５

５
万
円
（
前
年
度
比
１
・
６
％
増
）、

歳
出
２
３
８
億
２，　
６
５
３
万
円

（
前
年
度
比
１
・
０
％
増
）
で
す
。

こ
の
歳
入
と
歳
出
の
差
額
５
億
１，　

８
０
２
万
円
か
ら
、
翌
年
度
へ
繰

り
越
し
た
事
業
に
充
て
ら
れ
る
財

源
を
差
し
引
い
た
３
億
５，　
０
０
６

万
円
が
実
質
黒
字
と
な
り
、
単
年

度
収
支
額
は
２
億
２
７
７
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

歳
入
の
主
な
内
容
は
、
景
気
の

低
迷
に
よ
り
法
人
市
民
税
が
落
ち

込
み
市
税
全
体
で
０
・
８
％
の
減

少
、
ま
た
、
各
種
交
付
金
も
大
き

く
減
少
し
た
も
の
の
、
地
方
交
付

税
が
、
20
・
４
％
伸
び
た
た
め
、

歳
入
総
額
で
は
前
年
度
に
比
べ
て

３
億
７，　
２
０
７
万
円
の
増
額
と
な

り
ま
し
た
。
歳
出
の
主
な
内
容
は
、

一
般
会
計

民
生
費
が
歳
出
総
額
の
19
・
８
％

を
占
め
て
い
ま
す
。
次
に
衛
生
費

が
18
・
０
％
、
以
下
土
木
費
、
公

債
費
、
教
育
費
、
総
務
費
と
な
っ

て
い
ま
す
。
歳
出
総
額
で
は
前
年

度
に
比
べ
て
２
億
４，　
１
７
０
万
円

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

財
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
厳

し
い
経
済
情
勢
の
中
で
、
税
収
入

の
確
保
、
受
益
者
負
担
の
適
正
化

等
、
財
源
の
確
保
に
努
め
ま
し
た
。

ま
た
、
経
常
経
費
の
削
減
と
施
策

の
費
用
対
効
果
を
十
分
検
討
し
、

健
全
財
政
堅
持
に
努
め
、
活
力
と

潤
い
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
を
積

極
的
に
進
め
ま
し
た
。
住
み
よ
い

都
市
づ
く
り
と
豊
か
な
市
民
生
活

の
た
め
に
実
施
し
た
主
な
施
策
は
、

公
共
下
水
道
事
業
お
よ
び
農
業
集

落
排
水
事
業
の
促
進
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
プ
ラ
ン
ト
の
整
備
、
玉
丘
史

跡
公
園
の
整
備
、
加
西
中
学
校
体

育
館
改
築
工
事
、
中
小
企
業
資
金

融
資
の
充
実
な
ど
と
と
も
に
人
材

育
成
や
国
際
交
流
事
業
な
ど
の
高

揚
に
努
め
ま
し
た
。

平
成
11
年
度
末
時
点　
で　
の　
市　
の　
資

産　
や　
負
債
等　
の　
ス　
ト　
ッ　
ク　
情
報
を　
示　

す
貸
借
対
照
表　
（　
バ　
ラ　
ン　
ス　
シ　
ー　
ト　
）　

を　
自
治
省　
が　
示　
し　
た　
方
法　
に　
よ　
り
作

成　
し　
ま　
し　
た　
。　
普
通
会
計　
（
一
般
会

計
、　
有
線
放
送
電
話
特
別
会
計
、　

高
齢
者
住
宅
整
備
資
金
貸
付
事
業

特
別
会
計
）　
を　
対
象　
と　
し　
て　
い　
ま　
す
。　

昭
和
44
年
度　
か　
ら　
の　
行
政
活
動　
に　

よ　
り
形
成　
さ　
れ　
た　
資
産
合
計　
は　
、　
６　

６　
３　
億　
１　
５　
１　
万　
６　
千
円　
（
市
民　
１　

人
当　
た　
り　
１　
２　
６　
万　
９　
千
円
）、　
う

ち　
有
形
固
定
資
産
が　
、　
６　
０　
４　
億　
２　，　

４　
３　
１　
万　
１　
千
円　
（　
１　
１　
５　
万　
７　
千

円
）、　
現
金
・
預
金　
は　
２　
２　
億　
４　
２　
９　

６　
万
円　
（　
４　
万　
３　
千
円
）　
と　
な　
っ　
て　
い　

ま　
す
。　
ま　
た　
、　
将
来　
に　
お　
い　
て　
支
払　

や　
返
済　
の　
必
要　
の　
あ　
る　
負
債
総
額　

は　
、　
２　
７　
４　
億　
６　
７　
５　
万
円　
（　
５　
２　
万　

５　
千
円
）、　
正
味
資
産　
は　
、　
３　
８　
８　
億　

９　，　
４　
７　
６　
万　
６　
千
円　
（　
７　
４　
万　
５　
千

円
）　
と　
な　
っ　
て　
い　
ま　
す
。　

こ　
の　
バ　
ラ　
ン　
ス　
シ　
ー　
ト　
は
、
財
政
状

況
を
分
析
す
る
新
た
な
手
法
と
し

て
、
企
業
会
計
的　
な　
考
え　
方　
を　
取　

り
入　
れ　
た　
も　
の　
で　
す
。　
民
間
企
業　
と　

で　
は　
、　
活
動
目
的　
や　
資
産　
の　
意
味
等　

が　
異　
な　
る　
な　
ど　
注
意　
す　
べ　
き　
点　
が　
あ　

り　
ま　
す　
が　
、　
今
後
情
報　
の　
整
備　
を　
進　

め　
、
よ　
り
充
実　
し　
た　
も　
の　
に　
し　
て　
い　

く　
と　
と　
も　
に　
、　
損
益
計
算
書
等
も　
取　

り
入　
れ　
、　
効
率
的　
な　
財
政
運
営　
に　
役

立　
て　
て　
い　
く
予
定　
で　
す
。　

【
参
考
事
項
】　

●
資
産　
の　
部

①
有
形
固
定
資
産

「
地
方
財
政
状
況
調
査
表
」　
に　
基　

づ　
き　
昭
和
44
年
度
以
降　
に　
支
出　
し　
た　

金
額　
の　
合
計
額　
を　
、　
取
得
価
格　
と　
み　

な　
し　
て　
表
示　
し　
て　
い　
ま　
す
。　
有
形
固

定
資
産　
の　
減
価
償
却　
は　
、　
使
用
費
目

別　
の　
主　
な　
使
途
別　
に　
設
定　
し　
た　
耐
用

年
数　
に　
基　
づ　
き　
計
算　
し　
て　
い　
ま　
す
。　

各
区
分　
の　
主　
な　
内
容　
は　
、　
次　
の　
と　
お　

り　
で　
す
。　

（　１　）
総
務
費
　
市
役
所
、　
市
民
会
館　

な　
ど　

（　２　）
民
生
費
　
福
祉
会
館
、　

保
育
所　
な　
ど　

（　３　）
衛
生
費

ク　
リ　
ー　

ン　
セ　
ン　
タ　
ー　
、　
衛
生　
セ　
ン　
タ　
ー　
、　
コ　
ミ　
プ　

ラ　
施
設　
な　
ど　

（　４　）
商
工
費

オ　
ー　
ク　

タ　
ウ　
ン　
加
西
、　
観
光
施
設　
な　
ど　

（　５　）

土
木
費
　
道
路
、　
公
園
、　
橋
梁　
な　

ど　

（　６　）
消
防
費
　
消
防
施
設
、　
防

火
水
槽　
な　
ど　

（　７　）
教
育
費
　
学
校
、　

図
書
館
、　
公
民
館　
な　
ど　

（　８　）　
そ　
の　
他

そ　
の　
他　
の　
固
定
資
産

②
投
資
等

出
資
金　
や　
貸
付
金
等
、　
長
期
間　
に　

わ　
た　
っ　
て　
現
金
化　
す　
る　
こ　
と　
が　
で　
き　
な　

い　
、　
若　
し　
く　
は　
現
金
化　
す　
る　
意
思　
が　

加
西
市　
（
普
通
会
計
）　
バ　
ラ　
ン　
ス　
シ　
ー　
ト　
公
表

加
西
市　
（
普
通
会
計
）　
バ　
ラ　
ン　
ス　
シ　
ー　
ト　
公
表

加
西
市　
（
普
通
会
計
）　
バ　
ラ　
ン　
ス　
シ　
ー　
ト　
公
表

加
西
市　
（
普
通
会
計
）　
バ　
ラ　
ン　
ス　
シ　
ー　
ト　
公
表

加
西
市　
（
普
通
会
計
）　
バ　
ラ　
ン　
ス　
シ　
ー　
ト　
公
表

加
西
市　
（
普
通
会
計
）　
バ　
ラ　
ン　
ス　
シ　
ー　
ト　
公
表

加
西
市　
（
普
通
会
計
）　
バ　
ラ　
ン　
ス　
シ　
ー　
ト　
公
表

加
西
市　
（
普
通
会
計
）　
バ　
ラ　
ン　
ス　
シ　
ー　
ト　
公
表

加
西
市　
（
普
通
会
計
）　
バ　
ラ　
ン　
ス　
シ　
ー　
ト　
公
表

加
西
市　
（
普
通
会
計
）　
バ　
ラ　
ン　
ス　
シ　
ー　
ト　
公
表

加
西
市　
（
普
通
会
計
）　
バ　
ラ　
ン　
ス　
シ　
ー　
ト　
公
表

加
西
市　
（
普
通
会
計
）　
バ　
ラ　
ン　
ス　
シ　
ー　
ト　
公
表

加
西
市　
（
普
通
会
計
）　
バ　
ラ　
ン　
ス　
シ　
ー　
ト　
公
表

加
西
市　
（
普
通
会
計
）　
バ　
ラ　
ン　
ス　
シ　
ー　
ト　
公
表

加
西
市　
（
普
通
会
計
）　
バ　
ラ　
ン　
ス　
シ　
ー　
ト　
公
表

加
西
市　
（
普
通
会
計
）　
バ　
ラ　
ン　
ス　
シ　
ー　
ト　
公
表

加
西
市　
（
普
通
会
計
）　
バ　
ラ　
ン　
ス　
シ　
ー　
ト　
公
表

加
西
市　
（
普
通
会
計
）　
バ　
ラ　
ン　
ス　
シ　
ー　
ト　
公
表

加
西
市　
（
普
通
会
計
）　
バ　
ラ　
ン　
ス　
シ　
ー　
ト　
公
表

加
西
市　
（
普
通
会
計
）　
バ　
ラ　
ン　
ス　
シ　
ー　
ト　
公
表

加
西
市　
（
普
通
会
計
）　
バ　
ラ　
ン　
ス　
シ　
ー　
ト　
公
表
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会　　計　　名

特
　
別
　
会
　
計

歳　入 歳　出 収支額

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 3,288,895 3,101,925 186,970

有 線 放 送 電 話 特 別 会 計 42,826 23,712 19,114

高齢者住宅整備資金貸付事業特別会計 6,768 5,655 1,113

下 水 道 事 業 特 別 会 計 2,286,675 2,264,975 21,700

公 園 墓 地 整 備 事 業 特 別 会 計 24,186 11,229 12,957

老 人 保 健 医 療 特 別 会 計 4,628,805 4,673,861 △45,056

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 2,037,570 2,014,135 23,435

（単位：千円）

一般会計歳入 243億4,455万円（単位：千円）

科　目 決算額 科　目 決算額 科　目 決算額

市 税 6,697,980 地方特例交付金 169,853 県 支 出 金 1,024,863

地方譲与税 215,873 国有提供施設等所在
市町村助成交付金 29,018 財 産 収 入 26,629

利子割交付金 67,147 地方交付税 4,645,310 寄 付 金 74,765

地方消費税交付金 489,011 交 通 安 全 対 策
特 別 交 付 金 6,948 繰 入 金 119,229

ゴルフ場利用税
交 付 金 132,623 分担金及び負担金 714,153 繰 越 金 387,650
特別地方消費税
交 付 金 1,929 使用料及び手数料 521,629 諸 収 入 3,331,676

自動車取得税交付金 178,400 国庫支出金 2,785,166 市 債 2,724,700

一般会計歳出 238億2,653万円

会　　計　　名

病 院 会 計
収益的収支 5,687,903 5,686,418 1,485

資本的収支 184,658 254,104 △ 69,446

収益的収支 1,642,702 1,636,375 6,327

資本的収支 625,310 831,901 △206,591

収益的収支 154,809 142,555 12,254

水 道 会 計

農業共済会計

企
業
会
計

収入総額 支出総額 差引収支額

（単位：千円）

議　会　費
2億1,591万円

衛　生　費
42億9,812万円

商　工　費
12億5,605万円

教　育　費
20億1,308万円

総　務　費
19億8,260万円

電算処理費
7,969万円

企画費
2億 6,714万円

民　生　費
47億1,340万円

老人福祉費
10億 8,574万円

福祉医療費
3億 5,086万円

児童福祉費
10億 5,333万円

生活保護費
2億 2,977万円

健康推進対策費
1億 7,742万円

し尿処理費
3億 8,481万円

生活排水事業費
23億 4,449万円

労　働　費
2億6,929万円

勤労者住宅資金融資預託金
2億 6,760万円

農林水産業費
17億8,191万円

農地費
2億 3,862万円

国営かんがい排水関連事業費
6億 9,765万円

ふるさと農道整備事業費
2,971万円

農村総合整備事業費
3億 1,081万円

林業費
5,471万円

商工振興費
9億 4,402万円

観光費
1,074万円

土　木　費
24億7,562万円

道路橋梁費
5億 6,248万円

都市計画費
15億 100万円

住宅費
1億 7,040万円

消　防　費
7億1,029万円

常備消防費
5億 9,950万円

非常備消防費
7,980万円

消防施設費
2,954万円

小学校費
2億 1,818万円

中学校費
3億 1,832万円

幼稚園費
2億 1,723万円

社会教育費
7億 5,312万円

保健体育費
2億 2,264万円

公　債　費
21億9,206万円
元金…14億1, 940万円
利子… 7億7,237万円

諸 支 出 金
18億6,616万円

土地開発公社貸付金
10億 6,983万円

基金積立金
7億 9,591万円災害復旧費

5,203万円

目
的
税
と
し
て
課
税
し
て
い
ま

す
都
市
計
画
税
２
億
５
８
８
万
円

は
、
丸
山
総
合
公
園
整
備
事
業
、

市
街
地
再
開
発
事
業
、
土
地
区
画

整
理
事
業
、
街
な
み
環
境
整
備
事

業
の
都
市
計
画
事
業
な
ど
の
財
源

に
充
て
ま
し
た
。

一
般
会
計
以
外
の
特
定
の
事
業

を
行
う
た
め
に
設
け
て
い
る
特
別

会
計
は
、
事
業
の
進
展
や
医
療
費

特
別
会
計

都
市
計
画
税

の
使
途

の
伸
び
等
に
よ
り
、
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
が
、
経
営
の
健
全
化

に
努
力
し
ま
し
た
。

長
引
く
景
気
の
低
迷
に
よ
り
、

厳
し
い
状
況
に
直
面
し
ま
し
た
が
、

各
企
業
と
も
一

層
の
経
営
合
理

化
を
図
り
、
収

入
の
確
保
お
よ

び
経
費
の
節
減

な
ど
に
よ
り
、

健
全
化
に
努
力

し
ま
し
た
。

企
業
会
計

今
現
在　
な　
い　
資
産　
を　
、　
投
資　
そ　
の　
他　

の　
資
産　
と　
し　
て　
計
上　
し　
て　
い　
ま　
す
。　

③
流
動
資
産

現
金
、　
預
金
及　
び　
１　
年
以
内　
に　
現

金
化　
す　
る　
こ　
と　
が　
可
能　
な　
資
産　
を　
流

動
資
産　
と　
し　
て　
計
上　
し　
て　
い　
ま　
す
。　

●
負
債　
の　
部

①
固
定
負
債

１　
年　
を　
超
え　
て　
支
出　
が　
予
定　
さ　
れ　

る　
地
方
債　
な　
ど　
を　
固
定
負
債　
と　
し　
て　

計
上　
し　
て　
い　
ま　
す
。　

●
正
味
資
産　
の　
部

資
産　
と　
負
債　
の　
差
額　
で　
あ　
り
、　
今　

ま　
で　
の　
資
産
形
成　
の　
純
額　
を　
表　
し　
て　

い　
ま　
す
。　

●
欄
外
注
記

債
務
保
証
等
、　
将
来　
に　
お　
い　
て　
負

担　
す　
る　
可
能
性　
が　
あ　
る　
金
額　
で　
す
。　

バランスシート（平成12年3月31日現在）（単位：千円）

〔資産の部〕
1. 有形固定資産

（1）総務費 4,999,719 （2）民生費 3,423,345
（3）衛生費 10,912,557 （4）労働費 3,546
（5）農林水産業費 8,552,750 （6）商工費 183,430
（7）土木費 15,156,403 （8）消防費 2,068,548
（9）教育費 15,074,299 （10）その他 49,714

有形固定資産合計 60,424,311（うち土地 12,344,808）
2. 投資等

（1）投資及び出資金 242,881 （2）貸付金 1,033,257
（3）基　金

①特定目的基金 1,562,546 ②土地開発基金 356,592
③定額運用基金 1,000

基金合計 1,920,138
投資等合計 3,196,276

3. 流動資産

（1）現金・預金
①財政調整基金 1,103,490 ②減債基金 601,220
③歳計現金 538,250

現金・預金計 2,242,960
（2）未収金　①地方税 372,880 ②その他 65,089

未収金計 437,969
流動資産合計 2,680,929

資産合計 66,301,516

〔負債の部〕
1. 固定負債

（1）地方債 23,059,806
（2）債務負担行為

①物件の購入等 0
②債務保証又は損失補償 0

債務負担行為計 0
（3）退職給与引当金 2,566,864

固定負債合計 25,626,670

2. 流動負債

（1）翌年度償還予定額 1,780,080
（2）翌年度繰上充用金 0

流動負債合計 1,780,080

負債合計 27,406,750

〔正味資産の部〕
1. 国庫支出金 9,997,129
2. 都道府県支出金 9,226,646
3. 一般財源等 19,670,991

正味資産合計 38,894,766

負債・正味資産合計
66,301,516

借　　　　　方 貸　　　　　方

※債務負担行為に係る補償等　①物件の購入等に係るもの 10,654,732千円
②債務保証及び損失補償に係るもの 2,001,475千円
③利子補給等に係るもの 1,549,022千円
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●国国保保のの改改正正

● 老老人人保保健健＆＆老老人人医医療療のの改改正正
老人保健（7 0歳（一定の障害のある方は6 5歳）以上の方）で医

療を受けている方および老人医療（6 5～6 9歳）受給中の方は、1月

1日から外来および入院のときにかかる一部負担金が変わりました。

外来の場合
●診療所とベッド数が2 0 0床未満の病院の場合は1カ月3 , 0 0 0円。

ただし、診療所や病院外での薬剤の処方（院外処方）を受ける

ときは、診療所や病院1,500円、薬局1,500円が上限となります。

●診療所については、1日8 0 0円（1カ月5回以上通院の場合は4
回まで支払えばよい）の定額制としているところもあります。

●病院でベッド数が2 0 0床以上の場合は、上限1カ月5 , 0 0 0円

（ただし、院外処方を受けるときは病院2 , 5 0 0円、薬局2 , 5 0 0円
が上限）

定率１割負担（入院時の食事代は定額を自己負担）

1つの医療機関ごとに1か月の上限が定められています。
一　般 ……………………………………月37,200円まで
住民税非課税世帯等※1 …………………月24,600円まで
住民税非課税世帯で

老齢福祉年金を受けている方※1 ……月15,000円まで
長期特定疾病患者※2 ……………………月10,000円まで
※1に該当する方は「一部負担金限度額適用・標準負担額減額認定

証」が、※2に該当する方は「特定疾病療養受療証」が必要となり
ますので、保険課医療福祉係（電話42-8723）へ申請してください。
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12
月
10
日

（日）
、
障
害　
を　
持　
つ　
女
性　

の　
た　
め　
の

″　干
支
の
押
し
絵
教
室
″　

を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
10
名
。

今
回
は
、
専
門
学
校
の
生
徒
さ
ん

が
参
加
し
て
、
手
の
不
自
由
な
方

の
分
を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
初

め
て
で
、
な
か
な
か
布
を
包
め
な

い
方
も
あ
れ
ば
、「
私
、
戌
年
か
ら

作
っ
て
る
!

」
と
、
ベ
テ
ラ
ン
さ

ん
も
あ
り
、
お
互
い
混
じ
り
合
っ

て
、
わ
い
わ
い
と
楽
し
く
作
業
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

毎
年
恒
例
の
教
室
な
の
で
、「
こ

れ
を
作
ら
な
い
と
新
年
が
迎
え
ら

れ
な
い
ね
」
な
ん
て
声
も
。

新
年
の
干
支

″　巳
″　
の
か
わ
い

い
押
し
絵
が
、
す
で
に
玄
関
に
飾

っ
て
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

加
西　
で　
生　
ま　
れ　
加
西　
か　
ら　
広　
が　
る　
日
本　
の　
新　
し　
い　
文
芸

型　
に　
と　
ら　
わ　
れ　
ず
自
由　
に　
心　
の　
ま　
ま　
を　
表
現　
す　
る

干干
支支
のの
押押
しし
絵絵
教教
室室

愛　
の　
ボ　
ラ　
ン　
テ　
ィ　
ア

み
な
さ
ん
!

救
急
車
が
現
場
に

着　
い　
て　
ど　
の　
よ　
う
な　
処
置　
を　
す　
る　
か　

ご　
理
解　
い　
た　
だ　
い　
て　
い　
ま　
す　
か　
？

救
急
隊
に
よ
る
現
場
活
動
は
、

救
急
患
者
の
観
察
を
は
じ
め
、
周

囲
の
状
況
観
察
、
家
族
等
関
係
者

か
ら
の
状
況
聴
取
、
そ
し
て
、
救

急
処
置
、
消
防
本
部
へ
の
状
況
報

告
、
病
院
選
定
、
病
院
搬
送
等
、

限
ら
れ
た
時
間
内
に
行
う
べ
き
こ

と
が
数
多
く
あ
る
の
が
現
状
で
す
。

時
々
、
現
場
に
お
い
て
市
民
の
方

か
ら
「
早
く
運
べ
」
と
言
わ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
勿
論
、
救
急

車
は

″　急
い
で
救
う
車
″
と
書
き

ま
す
か
ら
早
く
運
ぶ
こ
と
も
先
決

で
す
が
、
本
当
に
大
切
な
の
は
今
、

患
者
が
ど
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る

の
か
を
観
察
し
、
そ
の
上
で
必
要

な
救
急
処
置
を
す
ぐ
に
実
施
す
る

こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
交
通
事
故
で
大
量
出

血
し
て
い
る
患
者
に
何
の
処
置
も

せ
ず
早
く
病
院
搬
送
し
た
と
し
て

も
、
そ
の
間
に
出
血
性
シ
ョ
ッ
ク

と
い
う
生
命
に
危
険
を
及
ぼ
す
状

態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。
ま
た
心
臓
発
作
等
で
呼

吸
も
脈
も
な
い
患
者
に
は
、
救
急

救
命
士
が
心
臓
に
電
気
的
な
刺
激

を
与
え
た
り
、
器
具
を
用
い
た
確

実
な
人
工
呼
吸
、
更
に
、
血
管

（
静
脈
）
に
点
滴
を
行
う
等
の
高
度

な
救
命
処
置
を
実
施
す
る
こ
と
に

よ
り
、
命
を
救
う
こ
と
も
可
能
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
早
く

搬
送
す
る
だ
け
の
救
急
隊
で
は
な

く
、
現
場
で
行
っ
て
い
る
観
察
や

救
急
処
置
は
患
者
の
立
場
と
な
っ

た
精
一
杯
の
現
場
活
動
で
す
の
で
、

市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

当
消
防
本
部
で
は
、
毎
月
第
４

日
曜
日
（
午
前
９
時
〜
正
午
）
に

「
ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会
（
市
民

応
急
手
当　
を　
覚　
え　

市
民
救
命
士　
に　
な　
り　
ま　
し　
ょ　
う

救
命
士
）」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
会
社
や
町
内
会
等
各
種

団
体
に
つ
い
て
も
受
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
時
間
・
場
所
等
は
消
防

本
部
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

修
了
者
に
は
、
修
了
証
を
交
付

し
ま
す
。

ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会
（
市

民
救
命
士
）
を
受
講
し
て
か
ら
３

年
を
経
過
さ
れ
た
方
は
、
救
命
技

能
を
維
持
向
上
す
る
た
め
に
、
再

講
習
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
も
の
時
の
為
に
一
家
に
一

人
は
応
急
手
当
を
覚
え
ま
し
ょ
う
。

問
合
先
　
加
西
市
消
防
本
部　
（
電
話
42

│
０
１
１
９
）　
警
防
課
救
急
係
ま
で
。

☆
ハ　
ー　
ト　
to
ハ　
ー　
ト　
講
習
会

11
月　
の　
受
講
者

〔
新
規
受
講
者
　
　
　
　

76
名
〕　

（
市
職
員

32
名
）

（
上
道
山
町
自
主
防
災

部
会

11
名
）

（
農
業
大
学
校
生
及
び

職
員

32
名
）

（
一
般

１
名
）

▽
高
見
真
也

〔
再
講
習
者
　
　
　
　
　

３
名
〕　

（
上
道
山
町
自
主
防
災

部
会

２
名
）

（
一
般

１
名
）

▽
中
倉
恵
美
子

救
急
隊　
の　
現
場
活
動　

に　
つ　
い　
て　
ご　
理
解
を
!

両
者
の
言
い
分
　
風
が
三
角
定
規
を
ま
わ
す

蓑
虫
垂
直
に
　
三
木
清
の
碑
へ

空
耳
の
飛
行
音
遠
い
遠
い
国
境
の
町
に
い
る
よ
う
な

受
話
器
を
置
く
　
そ
れ
か
ら
の
慌
て
よ
う

補
修
工
事
終
り
足
場
は
ず
さ
れ
た
あ
る
じ
で
す

ポ
ケ
ッ
ト
に
握
っ
た
ま
ま
の
罪
と
罰

鴉
が
二
羽
並
ん
で
止
ま
っ
て
い
る
陽
気

「
か
ぎ
ろ
ひ
」
た
つ
と
　
さ
ァ
明
け
て
ゆ
く
東

ひ　
ん　
が　
し　

の
国

岡
　
　
夕
花

北
村
　
栄
一

山
本
　
二
昭

辻
　
　
美
沙

荻
野
　
　
享

佐
治
　
　
靖

い
し
だ
　
實

井
塚
　
理
人
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12月18日加西市広報委員会（16名）と12月22日市政モニター委員（10名）へのアンケート調査に基づき、

「21世紀に残したい「かさい」ベスト10」を決定しました。（順不動）

加西インターチェンジ加西インターチェンジ加西インターチェンジ加西インターチェンジ加西インターチェンジ加西インターチェンジ加西インターチェンジ加西インターチェンジ加西インターチェンジ加西インターチェンジ加西インターチェンジ加西インターチェンジ加西インターチェンジ加西インターチェンジ加西インターチェンジ加西インターチェンジ加西インターチェンジ加西インターチェンジ加西インターチェンジ加西インターチェンジ加西インターチェンジ

玉丘古墳群玉丘古墳群玉丘古墳群玉丘古墳群玉丘古墳群玉丘古墳群玉丘古墳群玉丘古墳群玉丘古墳群玉丘古墳群玉丘古墳群玉丘古墳群玉丘古墳群玉丘古墳群玉丘古墳群玉丘古墳群玉丘古墳群玉丘古墳群玉丘古墳群玉丘古墳群玉丘古墳群

東光寺の田遊び・鬼追い東光寺の田遊び・鬼追い東光寺の田遊び・鬼追い東光寺の田遊び・鬼追い東光寺の田遊び・鬼追い東光寺の田遊び・鬼追い東光寺の田遊び・鬼追い東光寺の田遊び・鬼追い東光寺の田遊び・鬼追い東光寺の田遊び・鬼追い東光寺の田遊び・鬼追い東光寺の田遊び・鬼追い東光寺の田遊び・鬼追い東光寺の田遊び・鬼追い東光寺の田遊び・鬼追い東光寺の田遊び・鬼追い東光寺の田遊び・鬼追い東光寺の田遊び・鬼追い東光寺の田遊び・鬼追い東光寺の田遊び・鬼追い東光寺の田遊び・鬼追い

五百羅漢五百羅漢五百羅漢五百羅漢五百羅漢五百羅漢五百羅漢五百羅漢五百羅漢五百羅漢五百羅漢五百羅漢五百羅漢五百羅漢五百羅漢五百羅漢五百羅漢五百羅漢五百羅漢五百羅漢五百羅漢

フラワーセンターフラワーセンターフラワーセンターフラワーセンターフラワーセンターフラワーセンターフラワーセンターフラワーセンターフラワーセンターフラワーセンターフラワーセンターフラワーセンターフラワーセンターフラワーセンターフラワーセンターフラワーセンターフラワーセンターフラワーセンターフラワーセンターフラワーセンターフラワーセンター

皇太子殿下（現天皇陛下）
と美智子妃が来園
皇太子殿下（現天皇陛下）
と美智子妃が来園
皇太子殿下（現天皇陛下）
と美智子妃が来園
皇太子殿下（現天皇陛下）
と美智子妃が来園
皇太子殿下（現天皇陛下）
と美智子妃が来園
皇太子殿下（現天皇陛下）
と美智子妃が来園
皇太子殿下（現天皇陛下）
と美智子妃が来園
皇太子殿下（現天皇陛下）
と美智子妃が来園
皇太子殿下（現天皇陛下）
と美智子妃が来園
皇太子殿下（現天皇陛下）
と美智子妃が来園
皇太子殿下（現天皇陛下）
と美智子妃が来園
皇太子殿下（現天皇陛下）
と美智子妃が来園
皇太子殿下（現天皇陛下）
と美智子妃が来園
皇太子殿下（現天皇陛下）
と美智子妃が来園
皇太子殿下（現天皇陛下）
と美智子妃が来園
皇太子殿下（現天皇陛下）
と美智子妃が来園
皇太子殿下（現天皇陛下）
と美智子妃が来園
皇太子殿下（現天皇陛下）
と美智子妃が来園
皇太子殿下（現天皇陛下）
と美智子妃が来園
皇太子殿下（現天皇陛下）
と美智子妃が来園
皇太子殿下（現天皇陛下）
と美智子妃が来園

昔ながらの町なみ

住吉神社・北条節句まつり住吉神社・北条節句まつり住吉神社・北条節句まつり住吉神社・北条節句まつり住吉神社・北条節句まつり住吉神社・北条節句まつり住吉神社・北条節句まつり住吉神社・北条節句まつり住吉神社・北条節句まつり住吉神社・北条節句まつり住吉神社・北条節句まつり住吉神社・北条節句まつり住吉神社・北条節句まつり住吉神社・北条節句まつり住吉神社・北条節句まつり住吉神社・北条節句まつり住吉神社・北条節句まつり住吉神社・北条節句まつり住吉神社・北条節句まつり住吉神社・北条節句まつり住吉神社・北条節句まつり網引町の獅子舞網引町の獅子舞網引町の獅子舞網引町の獅子舞網引町の獅子舞網引町の獅子舞網引町の獅子舞網引町の獅子舞網引町の獅子舞網引町の獅子舞網引町の獅子舞網引町の獅子舞網引町の獅子舞網引町の獅子舞網引町の獅子舞網引町の獅子舞網引町の獅子舞網引町の獅子舞網引町の獅子舞網引町の獅子舞網引町の獅子舞

モリアオガエルモリアオガエルモリアオガエルモリアオガエルモリアオガエルモリアオガエルモリアオガエルモリアオガエルモリアオガエルモリアオガエルモリアオガエルモリアオガエルモリアオガエルモリアオガエルモリアオガエルモリアオガエルモリアオガエルモリアオガエルモリアオガエルモリアオガエルモリアオガエル

法華山一乗寺法華山一乗寺法華山一乗寺法華山一乗寺法華山一乗寺法華山一乗寺法華山一乗寺法華山一乗寺法華山一乗寺法華山一乗寺法華山一乗寺法華山一乗寺法華山一乗寺法華山一乗寺法華山一乗寺法華山一乗寺法華山一乗寺法華山一乗寺法華山一乗寺法華山一乗寺法華山一乗寺
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☆いじめ解消にむけて4☆

「子育てに追われるＳさん」

Ｓさんは4人の子どもを持つ3 0代後半の専業主婦です。

朝から晩まで家事・育児に追われ、ゆっくり新聞を読む時

間もありません。

彼女は短大卒業後数年間の会社勤めを経て、結婚し家

庭に入りましたが、同世代の友人のなかにはバリバリ働い

ている人が少なくありません。そんな友人たちの活躍ぶり

を見ると、なぜか取り残された気分になり、いらついたり

落ち込んだりしたそうです。「子どもなんてちゃんと育って

当たりまえで、何の評価もされない。4人も生んだのがい

けなかったのかな。」

あるときＳさんは小1の末娘から、「ママは最近怒ってば

かりいる。」と言われてハﾂとしました。「鏡を見ると髪は

ボサボサ、疲れて怖い顔をした自分がいて、ゾﾂとしたの」

それから、彼女は心の持ち方を少し変えました。「自分を

客観的にみるようにして、イライラしているな、疲れてい

るなと思ったら、家事をサボる。長男のお弁当もチーンで

すませちゃう。」その代わりに、子どもにできるだけ「うん、

いいよ」「大丈夫だからね」と機嫌よく接するように努め

たのだそうです。すると、「不思議なことに、それから子

どもたちがあまりケンカをしなくなったんです。」

親の心の持ち方は、子供の心にも微妙に影響を及ぼし

ます。子どもの“心のゆとり”についてあれこれ言うまえ

に、親自身の“心のゆとり”を考えてみたいものです。

子どもの人権問題

http://www.kasai-hyg.ed.jp/  加西市教育委員会　http://www.hyogo-c.ed.jp/̃hojohigashi-es/  北条東小学校

宮
ノ
谷
遺
跡
で
平
安
時
代
後
半

期
（
約
九
百
年
前
）
の
完
形
品
の

土
器
な
ど
を
意
図
的
に
埋
め
た
穴

（
こ
の
よ
う
な
穴
を
土
器
埋
納
遺
構

と
呼
ん
で
い
ま
す
。）
が
発
見
さ
れ

ま
し
た
。
穴
に
は
須す

恵え

器き

の
壺つ

ぼ

一

点
、
土は

師じ

器き

の
椀わ

ん

六
点
、
土
師
器

の
皿
十
四
点
、
鉄て

つ

製せ
い

の
鍬く

わ

先さ
き

一
点

が
埋
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
土
器
埋
納
遺
構
は

兵
庫
県
内
で
も
数
例
発
見
さ
れ
て

お
り
、
建
物
跡
に
伴
っ
て
い
た
り
、

屋
敷
地
の
区
画
溝み

ぞ

に
関
連
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
基
本
的
に
地
鎮
に

類
す
る
祭
祀
跡
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
宮
ノ
谷
遺
跡
の
土
器
埋
納

遺
構
も
同
様
の
祭
祀
跡
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
周
辺
に
あ
る
建
物
跡
や

溝
跡
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
明

確
に
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
周
辺

の
建
物
跡
に
伴
う
地
鎮
や
土
地
開

93

宮
ノ
谷
遺
跡　
（
平
安
時
代
）　
…
玉
野
町

平
安
時
代
後
半
期　
の　
土ど

器き

埋ま
い

納の
う

遺い

構こ
う

を　
発
見
!

土
地
開
拓　
に　
あ　
た　
っ　
て　
の　
地ぢ

鎮ち
ん

祭さ
い

祀　し
の　
跡　
か　
？

土器埋納遺構

遺跡位置図

本
校
で
は
音
楽
の
授

業
で
３
年
生
か
ら
６
年

生
の
児
童
た
ち
が
音
楽
劇
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
本
年
度
も
学
級

ご
と
に
３
年
生
「
か
さ
じ
ぞ
う
」、

４
年
生
「
つ
る
の
お
ん
返
し
」、
５

年
生
「
走
れ
メ
ロ
ス
」
、
６
年
生

「
勇
気
一
つ
を
友
に
し
て
」
の
音
楽

劇
に
取
り
組
み
ま

す
。音

楽
劇
に
は
多

彩
な
活
動
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
は
音
楽

係
、
劇
係
、
朗
読

係
等
に
分
か
れ
、

一
人
ひ
と
り
の
持

ち
味
や
特
性
を
活

か
し
な
が
ら
協
力

し
合
っ
て
音
楽
劇

を
創
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。
道
具

係
が
作
っ
た
衣
装
を
着
け
る
と
、

劇
係
の
子
ど
も
は
登
場
人
物
に
な

り
き
っ
て
演
技
や
せ
り
ふ
に
心
が

こ
も
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
演
技
を

音
楽
係
の
演
奏
が
い
っ
そ
う
引
き

立
て
ま
す
。
ま
た
音
楽
室
の
限
ら

れ
た
ス
ペ
ー
ス
で
の
音
楽
劇
の
発

表
会
で
は
随
所
に
子
ど
も
た
ち
の

ア
イ
デ
ア
が
見
ら
れ
ま
す
。「
か
さ

じ
ぞ
う
」
の
雪
景
色
の
た
め
床
い

っ
ぱ
い
に
敷
き
つ
め
ら
れ
た
綿
の

雪
、「
走
れ
メ
ロ
ス
」
で
は
親
友
の

も
と
へ
必
死
で
走
る
メ
ロ
ス
の
ス

ピ
ー
ド
感
を
出
す
た
め
に
背
景
の

絵
を
一
生
懸
命
に
動
か
す
道
具
係

の
子
ど
も
た
ち
。

こ
の
よ
う
な
活

動
を
通
し
て
子
ど

も
た
ち
は
一
人
ひ

と
り
の
個
性
や
良

さ
を
活
か
し
つ
つ

み
ん
な
で
一
つ
の

も
の
を
つ
く
り
上

げ
る
楽
し
さ
や
充

実
感
を
味
わ
い
ま

す
。
ま
た
友
だ
ち

と
の
関
わ
り
の
中

で
互
い
の
良
さ
を
認
め
あ
っ
て
い

き
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
の
個
性

を
様
々
な
場
面
で
活
か
せ
る
音
楽

劇
づ
く
り
を
通
し
て
、
心
豊
か
な

子
ど
も
を
育
て
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

ひ　
と　
り
ひ　
と　
り　
の　
個
性
を
生
か　
し　
た
音
楽
劇
作　
り

加加
西西
市市
立立
北北
条条
小小
学学
校校

拓
に
あ
た
っ
て
の
地
鎮
の
可
能
性

が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
実
態

に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
課
題
と

な
り
ま
す
。
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ま　
す
。　
遺
伝
子
学　
の　
利
用　
で　
病
気　
の　
診
療　
は　
、　

よ　
り
個
別
的　
に　
的
確　
に　
な　
る　
で　
し　
ょ　
う
。　
遺

伝
子
治
療　
は　
、　
血
管　
を　
再
生　
す　
る　
な　
ど　
修
復

臓
器　
へ　
の　
利
用　
が　
す　
す　
み　
、　
画
期
的　
な　
薬　
が　

出
現　
す　
る　
で　
し　
ょ　
う
。　
人　
は　
望　
め　
ば　
不
老
不

死　
の　
状
態　
に　
近　
づ　
く　
か　
も　
し　
れ　
ま　
せ　
ん　
。　
生　
ま　

れ　
た　
時　
に　
、　
そ　
の　
人　
の　
一
生　
の　
健
康
状
態　
が　
予

測　
さ　
れ　
る　
よ　
う　
に　
な　
り
、　
い　
ず　
れ　
寿
命
も　
分　
か　

る　
よ　
う　
に　
な　
る　
で　
し　
ょ　
う
。　
動
物　
の　
ク　
ロ　
ー　
ン　

を　
作　
る　
技
術　
は　
す　
で　
に　
創
出　
さ　
れ　
、　
ホ　
モ　
サ　
ピ　

エ　
ン　
ス　
と　
い　
う
動
物　
が　
、　
人
為
的　
に　
進
化　
す　
る　

危
険
も　
あ　
り　
ま　
す
。　
遺
伝
子
操
作　
で　
野　
に　
放　

た　
れ　
た　
動
植
物　
が　
、　
自
然
界　
に　
何　
を　
も　
た　
ら　

す　
か　
は　
断
言　
で　
き　
ま　
せ　
ん　
。　
新
入
者　
の　
自
然

界
破
壊　
は　
、　
池　
で　
の　
ブ　
ラ　
ッ　
ク　
バ　
ス　
繁
殖　
を　
み　
て　

も　
想
像　
で　
き　
ま　
す
。　

行
き
過　
ぎ　
た　
技
術　
の　
行
使　
を　
防　
ぐ　
の　
は　
、　

人
々　
の　
生
命
倫
理
感　
や　
個
人　
の　
プ　
ラ　
イ　
バ　
シ　
ー

遺
伝　
は　
メ　
ン　
デ　
ル　
の　
法
則
、　
と　
単
純　
に　
は　
す　

ま　
せ　
な　
く　
な　
り　
ま　
し　
た　
。　
こ　
の　
20
年
、　
遺
伝

子　
の　
分
子
構
造　
と　
そ　
の　
蛋
白
質　
を　
つ　
く　
る　
機
能　

が　
目
覚　
し　
く
解
明　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　
遺
伝　
を　
つ　

か　
さ　
ど　
る　
遺
伝
子　
は　
、　
核
酸　
Ｄ　
Ｎ　
Ａ　
が　
そ　
の　
本

体　
で　
す
。　
す　
で　
に　
病
害
虫　
に　
強　
い　
大
豆　
な　
ど　
、　

遺
伝
子
操
作　
が　
お　
こ　
な　
わ　
れ　
ま　
し　
た　
。　
ヒ　
ト　
の　

全　
ゲ　
ノ　
ム　
解
読　
が　
終　
わ　
り　
ま　
し　
た　
。　

二
十
一
世
紀　
は　
今　
ま　
で　
神　
の　
領
域　
と　
思　
わ　

れ　
て　
い　
た　
遺
伝
子
操
作　
が　
農
業　
や　
医
療　
に　
普

遍
化　
す　
る　
時
代　
と　
な　
り　
ま　
し　
た　
。　
こ　
れ　
か　
ら　

の　
社
会　
は　
、　
コ　
ン　
ピ　
ュ　
ー　
タ　
に　
関　
わ　
ら　
な　
い　
で　
は　

生
活　
が　
で　
き　
な　
く　
な　
る　
の　
と　
平
行　
し　
て　
、　
病
気　

の　
診
断　
や　
治
療　
に　
遺
伝
子
技
術　
が　
必
須　
で　
す
。　

こ　
れ　
ら　
の　
遺
伝
子　
を　
操
作　
す　
る　
医
療　
は　
今　
ま　

で　
と　
は　
違　
っ　
た　
問
題
も　
内
在　
し　
て　
い　
ま　
す
。　

コ　
ン　
ピ　
ュ　
ー　
タ　
と　
同
様　
に　
遺
伝
子
操
作　
に　
は　
、　

利
用
者　
に　
ブ　
ラ　
ッ　
ク　
ボ　
ッ　
ク　
ス　
の　
と　
こ　
ろ　
が　
あ　
り　

市立加西病院

院　長

稲 留 哲 也

を　
尊
重　
す　
る　
状
況
、　
自
然
界　
の　
環
境　
を　
守　
る　

方
策　
に　
か　
か　
っ　
て　
い　
ま　
す
。　
ま　
か　
り
間
違
え　
れ　

ば　
生
物　
の　
生
態　
を　
変
え　
る　
Ｓ　
Ｆ　
小
説　
の　
実
現　

か　
も　
し　
れ　
ま　
せ　
ん　
。　

遺
伝
子
医
療　
を　
考
え　
る　
に　
は　
原
子
力
利
用　

と　
同　
じ　
で　
、　
科
学
者　
に　
だ　
け　
に　
判
断　
を　
委　
ね　

て　
は　
な　
り　
ま　
せ　
ん　
。　
優　
れ　
た　
科
学
者　
は　
時　
と　

し　
て　
暴
走　
す　
る　
こ　
と　
は　
歴
史　
の　
事
実　
で　
す
。　
普

通　
の　
バ　
ラ　
ン　
ス　
の　
と　
れ　
た　
当　
た　
り
前　
の　
良
識　
が　

必
要　
で　
す
。　
子
孫　
が　
将
来
も　
健
全　
に　
永　
ら　
え　

る　
た　
め　
に　
、　
皆　
が　
遺
伝
子　
に　
も　
関
心　
を　
持　
ち　

ま　
し　
ょ　
う
。　

遺
伝
子
治
療　
に　
限　
ら　
ず
医
療　
の　
内
容　
は　
複

雑　
で　
す　
が　
、　
医
療
現
場　
で　
の　
分　
か　
ら　
な　
い　
話　
は　

繰　
り
返　
し　
て　
質
問　
し　
て　
納
得　
し　
て　
く　
だ　
さ　
い　
。　

こ　
れ　
か　
ら　
も　
医
療　
は　
、　
あ　
な　
た　
と　
医
療
関
係

者　
の　
共
同
作
業　
で　
す
。

新
し　
い　
世
紀　
の　
遺
伝
子
疾
患

噛みにくい、よく落ちてくる、しゃべりに

くい等はありませんか？入れ歯は自分の

歯の時と違う噛み方、口の開け方、発

音の仕方があります。使い慣れた入れ歯

で、そのような症状がある時は、裏打ち

修理して使うのも良いでしょう。新しい入

れ歯に慣れるまでに１～２ヵ月かかります。

（加西市歯科衛生士会）

入れ歯の調子はいかがですか

「生活習慣病」とは、その名のとおり日頃の生

活習慣から大きな影響を受けて発症したり進行す

る病気のことです。具体的には、「がん・脳卒

中・心臓病・糖尿病・腎臓病」等、日頃聞き
慣れた病気のことをいいます。

町ぐるみ健診等の健康診査は、このような生活

習慣病の兆候を早期に発見することができます。

しかし、その健診の結果せっかく、今、あなた

の生活習慣を見直すことで病気を予防できるとい
う『要注意』の判定がでても、「医療機関で精

密検査をしたり、薬を飲む治療が不必要というこ

とは、異常がないこと」と勝手に自己判断して放

置してしまう方が多いようでとても残念です。

また、生活習慣はひとりひとり違うため、たとえ
健診結果の異常値が同じであっても、改善すべ

き問題点は、人によって異なります。まず、自分

の生活を見直すことから始めましょう。
①生活リズム…起床・就寝の時間、３度の食事

時間、間食の時間等１日の生活リズムが規則正
しく過ごせていますか。人の身体は、生活に対

応して消化液やホルモンを出しているため、不規

則な生活が続くとこれらの働きの低下につながり

ます。
②食生活…食品は、１日3 0品目を目標に薄味で

摂っていますか。食生活の現状は、３日間程自

分の食べた食品（間食も含む）を実際に書き出

してみるとよくわかります。
③運動習慣…ウォーキング・体操等週２日以上

実施していますか。仕事でよく動いているといわ
れる方も、一度歩数計で１日の歩数を測定して

みましょう。目標は１日８千から１万歩。

自分の生活を客観的に見るためには、面倒が

らずに、測定したり、書き出してみるといった記録

が効果的です。
どのように改善をすればよいかの相談は、

健康長寿課（電話42-８７２８）まてお゙気軽にどうぞ。

生活習慣病の予防は
─自分の生活習慣を見直すことから─

月 の

わ

が

家

の

健

康

メ

ニ

ュ

ー

今
〈作り方〉

①豚もも薄切り肉（２４０g）は３cmに切り、塩と酒で
下味をつける。

②高菜（１００g）は１cm巾に切り塩抜きする。
③金時ニンジン（１本）は細切りにする。長ねぎ（２

本）は１ｃｍ巾のななめ切り、しょうが（１かけ）は
みじん切りにする。

④フライパンに油を熱してしょうが、ねぎを炒め次に
豚肉を加えて炒める、肉の色が変わったら、ニン
ジンを加え、ニンジンに火が通ったら高菜を加え
て、しょうゆ、酒で味付けする。

〈シェフから一言〉

高菜はしっかり塩抜きしないと塩分の
摂り過ぎになります。最近野菜の摂り
方が少なくなっています。かといって
漬物からの野菜の摂り方には充分気
をつけましょう。

い　
ず　
み　
会
会
員
（
古
坂
３
丁
目
）

松
永
　
佐
代
美
さ
ん

豚肉とニンジンの高菜炒め



12下水道の使える区域では一日も早く水洗化を! ※水洗化工事のご相談は排水設備指定工事店で。
問合先 上下水道部（��8760・8761）

凧
揚
げ
・
は
ね
つ
き
・
こ
ま
回

し
・
百
人
一
首
・
シ
ャ
ボ
ン
玉
・

射
的
・
綿
菓
子
な
ど
を
し
た
あ
と
、

み
ん
な
で
も
ち
つ
き
を
し
て
食
べ

よ
う
!

日
　
時

１
月
28
日

（日）

午
前
10
時
〜
正
午

場
　
所

善
防
公
民
館

参
加
費

無
料

参
加
対
象

子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で問
合
先

善
防
公
民
館

（
電
話
48
│
２
６
４
３
）

親
と
子
ど
も
の
本
来
の
姿
に
つ

い
て
一
緒
に
考
え
ま
せ
ん
か
!

日
　
時

１
月
27
日

（土）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
50
分

場
　
所

市
民
会
館
　
小
ホ
ー
ル

講
　
演

・
演
題
「
こ
れ
か
ら
の
教
育
」

・
講
師

鈴
木
正
幸
神
戸
大
学
名

こ
こ
ろ
豊
か
な

人
づ
く
り
講
演
会

│
伝　
え　
て　
残　
そ　
う　
伝
統
文
化
│

な　
つ　
か　
し　
い　
正
月　
の　
遊　
び

誉
教
授

・
パ
ネ
ル
ト
ー
ク

テ
ー
マ
「
親
の
こ
こ
ろ
・
子
の

こ
こ
ろ
」
―
今
た
ち
ど
ま
っ
て
考

え
よ
う
!

―

入
場
料

無
料

問
合
先

こ
こ
ろ
豊
か
な
人
づ
く

り
５
０
０
人
委
員
会
加
西
ブ
ロ
ッ

ク
「
遊
学
ラ
イ
フ
」
事
務
局

（
電
話
43
│
１
０
１
０
）

日
　
時

１
月
27
日

（土）

午
後
３
時
〜

場
　
所

健
康
福
祉
会
館
ホ
ー
ル

入
会
金

３
０
０
円

会
　
費

月
８
０
０
円
（
４
歳
以

上
）
※
３
ヶ
月
以
上
継
続

問
合
先

加
西
お
や
こ
劇
場

（
電
話
43
│
０
８
３
０
）

種
　
類

消
防
車
　
１
台

（
加
西
市
消
防
本
部
に
保
管
）

告
　
示

１
月
10
日

（水）
〜
31
日

（水）

見
積
提
出
日

２
月
２
日

（金）

※
詳
し
く
は
、
市
役
所
前
の
掲
示

板
及
び
市
役
所
管
財
課
に
告
示
。

加
西
市
所
有
の

車
両
を
売
却
し
ま
す

加
西　
お　
や　
こ　
劇
場
第
80
回
例
会

│
エ　
ツ　
コ　
・　
ワ　
ー　
ル　
ド
│

上
口
龍
生　
マ　
ジ　
ッ　
ク　
シ　
ョ　
ー

購
入
希
望
の
方
は
、
現
物
を
確
認

の
う
え
、
管
財
課
へ
見
積
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先

管
財
課

（
電
話
42
│
８
７
０
４
）

く
ら
し
と
生
活
を
守
る
会
で
は
、

物
の
命
を
大
切
に
し
、
限
り
あ
る

資
源
を
有
効
に
生
か
す
た
め
、
再

生
修
理
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
　
時

２
月
５
日

（月）

午
前
９
時
〜
12
時

受
　
付

午
前
９
時
〜
11
時

場
　
所

Ｊ
Ａ
か
さ
い
し

賀
茂
支
店

午
後
１
時
〜
４
時

受
　
付

午
後
１
時
〜
３
時

場
　
所

Ｊ
Ａ
か
さ
い
し

下
里
支
店

修
理
内
容

包
丁
、
ハ
サ
ミ
、
靴
、

洋
傘
、
そ
の
他

問
合
先

く
ら
し
と
生
活
を
守
る

会
事
務
局
（
電
話
42
│
８
７
３
１
）

冬
に
な
り
、
寒
さ
が
厳
し
く
な

っ
て
く
る
と
、
市
内
で
も
あ
ち
ら

こ
ち
ら
で
、
水
道
管
の
破
裂
事
故

水
道　
に　
も　
冬
支
度　
を　
!

再
生
修
理
会

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
時
期
に
特
に
冷
え
る
よ
う

な
場
所
（
北
向
き　
や　
風
当　
た　
り　
が　
強　

い　
、　
ま　
た　
は　
む　
き　
だ　
し　
に　
な　
っ　
て　
い　
る　

な　
ど　
）
の
水
道
管
に
は
保
温
材
を

巻
き
つ
け
る
な
ど
防
寒
に
つ
と
め

て
く
だ
さ
い
。（
同　
じ　
く　
メ　
ー　
タ　
ー　
ボ　

ッ　
ク　
ス　
内　
に　
も　
、　
つ　
め　
も　
の　
な　
ど　
を　
し　

て　
保
温　
し　
て　
く　
だ　
さ　
い　
。）　

水
道
管　
が　
破
裂　
し　
た　
時　
は

メ　
ー　
タ　
ー　
ボ　
ッ　
ク　
ス　
内　
の　
止
水
栓　
を　

し　
め　
て　
応
急
処
置　
の　
う
え　
、　
直
接
、　

市
指
定
工
事
業
者　
に　
連
絡　
し　
修
理　

を　
し　
て　
く　
だ　
さ　
い　
。

問
合
先

上
下
水
道
部
管
理
課

（
電
話
42
│
８
７
９
５
）

皆
様
か
ら
の
鳥
取
西
部
地
震
被

災
者
へ
の
救
援
金
３
７，　
２
７
４
円　

を
送
金
い
た
し
ま
し
た
。

問
合
先

秘
書
広
報
課　

（
電
話
42
│
８
７
０
１
）

ご　
協
力　
あ　
り　
が　
と　
う　

ご　
ざ　
い　
ま　
し　
た

かさい日本語クラス
受講生・アシスタント募集
１月1 2日から開講するかさい日本語

クラスで日本語を勉強する外国人受

講生と学習を手伝って頂く日本人のボ

ランティアアシスタントを募集します。

問合先 加西市都市親善友好

協会事務局（電話42-８７０１）

電話会社からダイヤルＱ2通信料と情報料の請求書が届い

た。誰も利用していないのに支払わないといけないか。

最近、インターネットでいろいろなホームページを見ているう

ちに、思いもよらずダイヤルＱ2に接続されてしまうトラブルが増

えています。いったん接続されると、それ以降インターネットを利

用するたびにダイヤルＱ2につながってしまうことがあります。

情報料については、電話会社に書面を提出することで支払い

を拒否することができます。その際、ダイヤルＱ2業者に名前を知

られたくない場合は、「ダイヤルＱ2業者に利用者を通知せずに

支払いを拒否したい」と申し出るとよいでしょう。

今後は、①不用意に怪しげな画面を開かない。②パソコンの

接続設定をこまめに確認する。③利用しないのであれば、局番な

し「1 1 6番」に利用規制の申し込みをすることで防ぐこともでき

ます。

■消費生活相談窓口（毎週火曜日午前9時

～午後4時、市役所2階電話42-8739）

消費生活相談Q&A 知らずにダイヤルQ2に接続!
Ｑ

Ａ

ハナサク
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乳乳 幼幼 児児 健健 診診

■2カ月児（先天性股関節脱臼）検診…毎月第4火曜日 （受付時間）

平成12年11月生れの乳児 １月23日（火） 午後１時～２時

《平成12年12月生れの乳児 ２月27日（火）》

■4カ月児健診…毎月第1水曜日

平成12年８月生れの乳児 １月12日（金） 午後１時～２時

《平成12年９月生れの乳児 ２月７日（水）》

■1歳6カ月児健康診査…毎月第2火曜日

平成11年８月生れの幼児 ２月13日（火） 午後１時～２時

《平成11年９月生れの幼児 ３月13日（火）》

■3歳児健康診査…毎月第3火曜日

平成９年10月生れの幼児 １月16日（火） 午後１時～２時

平成９年11月生れの幼児 ２月６日（火）

《平成９年12月生れの幼児 ２月20日（火）》

■乳幼児保健相談…毎月第2水曜日

希望者 １月10日（水） 午後１時～２時

《２月14日（水）》

■離乳食講習会…毎月第2水曜日

希望者 １月10日（水） 午後１時～１時30分

エプロンをご持参下さい。 《２月14日（水）》

■妊婦教室と母子手帳の交付…毎月第3木曜日

１月18日（木） 午前９時～９時30分

《２月15日（木）》 講習は２時間程度

※印かん・筆記用具を持参ください。

（特に記入のないものは健康増進センターで行います。）

★お子さまの体調等でご都合の悪い方は、翌月の指定日におこし下さい。

★健診、相談には、母子健康手帳をご持参下さい。

★問合先 健康長寿課（電話42-８７２８）

休休 日日 のの おお 医医 者者 ささ んん

1月 14日（日） 玉田医院 （玉野町・電話47-００６６）

21日（日） 坂部整形外科 （北条町・電話43-１４４４）

28日（日） 大杉内科医院 （別府町・電話47-００２３）

2月 4日（日） さたけ小児科 （北条町・電話43-１７１７）

11日（日） おりた外科胃腸科医院 （北条町・電話42-６０００）

12日（月） 荒木医院 （北条町・電話43-９７１１）

18日（日） つつみ神経内科 （野上町・電話45-２０５０）

25日（日） みのりクリニック （下宮木町・電話49-８４７０）

※変更になることがありますので、お確かめください。

わたしの夢
下里小学校６年

蓬　莱　かおりさん

新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書
睡蓮の長いまどろみ（宮本　輝著）
艶めき （藤田宜永著）
双剣の客人 （寺林　峻著）
贈る証言 （夏樹静子著）
ロシナンテの肋 （戸井十月著）
オカメインコに雨坊主（芦原すなお著）
恋情 （藤本ひとみ著）
孤影立つ （黒岩重吾著）
ヒナギクのお茶の場合（多和田葉子著）
花婚式 （藤堂志津子著）

へその緒スープ （群 ようこ著）
悪い噂 （玄月著）
本能寺 （池宮彰一郎）
ラヂオ （阿久　悠著）
死ぬほど好き （林　真理子著）
ひとしずく （ 真先著）
夏の約束 （藤野千夜著）
あやし～怪～ （宮部みゆき著）
愛人 （藤沢　周著）

ほか

市市立立図図書書館館だだよよりり

〔おはなし会〕2月10日（土）（午後2時から30分程度）

〔休館日〕月曜日・1月20日（土）・2月11日（日）

竹内世
よ

理
り

子
こ

ちゃん（大内町）

3歳10ケ月

〈ママの一言〉

歌、踊りが大好きでとって

もひょうきんな世理子です。

いつもニコニコスマイルをま

わりの人に振りまいていま

す。
パパ・桂志さん

ママ・久美さん

■特設人権相談（人権・不動産登記・相続・離婚問題など）

２月６日（火）午後１時30分～午後３時30分　市民会館１階会議室

■行政相談（国・県・市・公社など、行政への苦情、意見）

２月６日（火）午後１時30分～午後３時30分　市民会館１階会議室

■人権擁護委員による人権相談所（神戸地方法務局社支局）

毎週木曜日（休日を除く）午前９時～午後４時

■心配ごと相談（心配ごと・生活・福祉などに関する相談）

２月１日（木）健康福祉会館

２月８日（木）農村環境改善センター・１月18日（木）北部公民館

時間はいずれも午後１時30分～午後４時
■法律相談

１月25日（木）健康福祉会館　受付は午前９時30分～正午

■市民相談 月～金曜日午前８時30分～午後４時　市役所市民相談係

■消費者相談（商品に対する苦情、訪問販売のトラブル等）

毎週火曜日午前９時～午後４時　市役所２階環境対策室

■教育相談 月～金曜日午前８時30分～午後５時　教育研修所

相相 談談

パパパパ・・ママママククララブブ
妊娠５～６ヵ月の妊婦とその夫　２月17日（土）午前９時30分～10時

妊娠８ヵ月以降の妊婦とその夫　３月17日（土）

問合先 健康長寿課（電話42-8728）

★電話でご予約の上、参加下さい。

私は将来カメラマンになりたいと思って

います。いろいろな国へ行き、その国の風

景を撮りたいです。その写真で、人の心を

和ませることができたら最高に幸せです。
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あ　
き　
び　
ん　
の　
回
収　
は　
、　

（株）
日
本
山

村
硝
子　
に　
委
託　
し　
て　
お　
り　
ま　
す　
が　
、　

４　
月　
よ　
り
、　
透
明　
と　
茶
色　
の　
び　
ん　
に　

つ　
い　
て　
、　
異
物　
が　
混
入　
し　
て　
い　
る　
ド　
ラ　

ム　
缶　
は　
回
収　
せ　
ず
、　
カ　
ー　
ド　
を　
貼　
っ　
て　

取　
り
残　
さ　
れ　
、　
二
度
目　
の　
回
収
費
用　

が　
追
加
負
担　
と　
な　
り　
ま　
す
。　
も　
し　
、　

ド　
ラ　
ム　
缶　
１　
本　
の　
中　
に　
、　
お　
茶
碗　
１　

個　
（
約　
１　
０　
０　
ｇ
）　
が　
混　
る　
と　
、　
そ　
れ　

は　
ガ　
ラ　
ス　
び　
ん　
の　
原
料　
と　
し　
て　
使
う　
こ　

と　
が　
で　
き　
ず
、　
ご　
み　
と　
し　
て　
処
分　
さ　

れ　
て　
し　
ま　
い　
ま　
す
。

リ　
サ　
イ　
ク　
ル　
す　
る　
あ　
き　
び　
ん　
と　
は

食
料
用
・
飲
料
用　
の　
び　
ん　
で　
中
身　

を　
使　
っ　
て　
し　
ま　
い　
、　
不
用　
と　
な　
っ　
た　
あ　

き　
び　
ん　
で　
す
。　
あ　
き　
び　
ん　
は　
ガ　
ラ　
ス　
び　

ん　
を　
作　
る　
大
切　
な　
原
料　
で　
す　
が　
、　
回

収　
さ　
れ　
た　
あ　
き　
び　
ん　
を　
ム　
ダ　
な　
く
資

源
化　
す　
る　
た　
め　
に　
は　
、　
私　
た　
ち　
の　
排

出　
ル　
ー　
ル　
が　
決　
め　
手　
に　
な　
り　
ま　
す
。　

あ　
き　
び　
ん　
以
外　
の　
も　
の　
を　
絶
対
混　
ぜ　

な　
い　
で　
く　
だ　
さ　
い　
。

注
意
事
項

①
キ
ャ
ッ
プ
を
取
る
。

あ　
き　
び　
ん　
の　
リ　
サ　
イ　
ク　
ル　

に　
ご　
協
力　
を　
!!

を　
あ　
わ　
せ　
て　
家
電
販
売
店　
へ　
支
払
う　

こ　
と　
に　
な　
り　
ま　
す
。　
現
在
、　
粗
大　
ゴ　

ミ　
と　
し　
て　
ク　
リ　
ー　
ン　
セ　
ン　
タ　
ー　
で　
処
理

手
数
料　
を　
い　
た　
だ　
き　
処
理　
し　
て　
い　
ま　

す　
が　
、　
４　
月　
１　
日　
よ　
り　
ご　
み　
と　
し　
て　

引
取　
れ　
な　
く　
な　
り　
ま　
す　
の　
で　
、　
販
売

店　
へ　
持　
ち　
込　
ん　
で　
く　
だ　
さ　
い　
。

問
合
先

環
境
対
策
室

（
電
話
42
│
８
７
３
０
）

源
泉
徴
収
票
・
給
与
支
払
報
告

書
な
ど
「
法
定
調
書
」
は
１
月
31

日
（水）

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
す
る
主
な
法
定
調
書
の
種

類
と
提
出
先

★★
税
務
署
に
提
出
す
る
も
の

●
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票

●
退
職
所
得
の
源
泉
徴
収
票
（
特

別
徴
収
票
）

●
報
酬
・
料
金
・
契
約
金
及
び
賞

金
の
支
払
調
書

●
不
動
産
等
の
譲
受
け
の
対
価
の

支
払
調
書

●
不
動
産
の
使
用
料
等
の
支
払
調

書
●
不
動
産
等
の
売
買
又
は
貸
付
の

あ
っ
せ
ん
手
数
料
の
支
払
調
書

●
源
泉
徴
収
票
等
の
合
計
表

★★
市
に
提
出
す
る
も
の

源
泉
徴
収
票
等
の
提
出

美しい環境を守るため、空き地や休耕田の草刈りをしましょう。

●
給
与
支
払
報
告
書
（
総
括
表
）

●
給
与
支
払
報
告
書
（
個
人
別
明

細
書
）

問
合
先

社
税
務
署
資
料
情
報
担
当

（
電
話
０
７
９
５
│
42
│
０
２
２
３
）

市
税
務
課
税
制
係

（
電
話
42
│
８
７
１
２
）

と
　
き

２
月
１
日

（木）

午
後
１
時
半
〜
３
時
半

と
こ
ろ

加
西
市
民
会
館
コ
ミ
セ

ン
３
階
小
ホ
ー
ル

問
合
先

社
税
務
署

（
電
話
０
７
９
５
│
42
│
０
２
２
３
）

固
定
資
産
税
に
か
か
る
償
却
資

産
の
申
告
は
１
月
22
日

（月）
ま
で
に

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先

税
務
課
固
定
資
産
税
係

（
電
話
42
│
８
７
１
３
）

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
の
所
有
者
に
対
し
て
課
税

さ
れ
ま
す
。
廃
車
、
名
義
変
更
等

の
手
続
き
は
３
月
15
日
�
ま
で
に

原
付
・
軽
自
動
車
の

廃
車
は
お
早
め
に

償
却
資
産
の
申
告

平
成
12
年
分
所
得
税
・

消
費
税
確
定
申
告
説
明
会

②
中
を
さ
っ
と
水
洗
い
。

③
無
色
透
明
・
茶
色
・
そ
の
他

の
３
つ
に
色
分
け
。

１
本
で
も
多
く
の
あ
き
び
ん
を
、

再
び
ガ
ラ
ス
び
ん
と
し
て
よ
み
が

え
ら
せ
る
た
め
、
み
な
さ
ん
の
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先

環
境
対
策
室

（
電
話
42
│
８
７
３
０
）

４
月
１
日
よ
り
、
特
定
家
庭
用

機
器
再
商
品
化
法
（
家
電
リ
サ
イ

ク
ル
法
）
が
施
行
さ
れ
ま
す
。
こ

の
法
律
は
製
造
業
者
等
に
再
商
品

化
等
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
の
義
務
を
、

家
電
小
売
り
業
者
に
引
取
り
・
収

集
・
運
搬
の
義
務
を
、
消
費
者
は

そ
れ
に
か
か
る
費
用
を
負
担
す
る

と
い
う
役
割
分
担
の
下
で
家
電
製

品
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
て
い
く

と
い
う
法
律
で
す
。
対
象
に
な
る

家
電
製
品
は
、
テ
レ
ビ
・
エ
ア
コ

ン
・
冷
蔵
庫
・
洗
濯
機
の
４
品
目

で
す
。

消
費
者　
（
各
家
庭
）　
は　
、　
い　
ら　
な　

く　
な　
っ　
た　
家
電
製
品　
４　
品
目　
に　
つ　
い　
て　

は　
、　
リ　
サ　
イ　
ク　
ル　
料　
と　
収
集
運
搬
費　

│
資
源
有
効
利
用　
に　
ご　
協
力　
を　
│

使　
わ　
な　
く　
な　
っ　
た　
テ　
レ　
ビ　
・　

冷
蔵
庫
・
エ　
ア　
コ　
ン
・

洗
濯
機　
は　
販
売
店　
へ

市県民税第4期分、国民健康保険税第7期分および
介護保険料（普通徴収）第4期分の納期限は

11月3311日（水）です。

納期内完納にご協力をお願いします。
問合先 税務課（��8712）

平成12年度

2月1 9日（月）から、次のとおり庁舎内の配置を変

更します。

・財務管理部財政課 2階南側�2階北側

・財務管理部管財課 3階北側�2階南側

・上下水道部のうち下水道関係部署

5階北側�水道庁舎

庁舎内部署配置変更のお知らせ庁舎内部署配置変更のお知らせ庁舎内部署配置変更のお知らせ庁舎内部署配置変更のお知らせ庁舎内部署配置変更のお知らせ庁舎内部署配置変更のお知らせ庁舎内部署配置変更のお知らせ庁舎内部署配置変更のお知らせ庁舎内部署配置変更のお知らせ庁舎内部署配置変更のお知らせ庁舎内部署配置変更のお知らせ庁舎内部署配置変更のお知らせ庁舎内部署配置変更のお知らせ庁舎内部署配置変更のお知らせ庁舎内部署配置変更のお知らせ庁舎内部署配置変更のお知らせ庁舎内部署配置変更のお知らせ庁舎内部署配置変更のお知らせ庁舎内部署配置変更のお知らせ庁舎内部署配置変更のお知らせ庁舎内部署配置変更のお知らせ
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お く や み

大谷卓三郎 78 道　典 別府中
山田シヅヱ 73 信　彦 黒　駒
西脇とみゑ 89 照　代 網　引
大西　利弘 74 貴　弘 西　南
別府　一二 79 新　治 別府中
野田　艶子 83 義　和 古　坂
今峰　一郎 78 永峰敏秀 山下中
頃安　　榮 90 貢 西野々
豊田　耕作 69 重　弘 東　南
栗山　とみ 85 康　弘 段　下
板井　治市 87 正　典 網　引
木村さだ子 80 実 福　居
坪木　國彦 80 信　之 窪　田
原田　鈴子 76 博　文 栗　田
内藤　一三 86 博　繁 満　久
高島ふさ子 89 隆　利 栗　田
後藤　常夫 86 やゑの 窪　田
竹本しず子 84 幸　雄 甲和泉
杉本はるゑ 98 二　郎 岸　呂
西村　忠男 74 芳　久 青野原
北野　繁治 79 恵　三 田　町
石野　元恵 80 正　勝 繁　昌
藤本よし子 73 克　巳 佐　谷
瀬戸このゑ 73 勝 上　野
石野　三郎 75 茂　三 尾　崎
西山　智光 66 暢　良 北
小川こよし 93 敏　郎 田　谷
仲井まつの 87 信　夫 中　野

市長及び市議会は弔電を自粛しており
ます。ご冥福をお祈りいたします。

（12月25日受付分まで・敬称略）

●
軽
三
輪
、
軽
四
輪
は
、
軽
自
動
車

検
査
協
会
兵
庫
事
務
所
姫
路
支
所
（
電

話
０
７
９
２
│
31
│
４
１
０
１
）

●
軽
二
輪
、
二
輪
の
小
型
自
動
車

は
、
兵
庫
県
陸
運
支
局
姫
路
自
動

車
検
査
登
録
事
務
所
（
電
話
０
７

９
２
│
31
│
４
８
０
０
）

死亡者 年齢 喪主 町名

し
て
く
だ
さ
い
。
盗
難
、
解
体
等

に
よ
り
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
な

い
場
合
も
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
先

●
原
動
機
付
自
転
車
、
小
型
特
殊
自
動

車　
（　
ト　
ラ　
ク　
タ　
ー　
等
）　
は　
、　
市
税
務

課
税
制
係　
（
電
話
42
│
８
７
１
２
）

加西市への寄付

○加西市農業協同組合　仁尾功組合長

（ＪＡふれあいフェスティバルチャリティビンゴ

募金を福祉対策資金として） 14万3182円

○国際ソロプチミスト加西　瓜生田啓子会長

（青少年国際交流資金として） 10万円

○神戸市 三枝　輝行 100万円

（福祉対策資金として）

○（株）砂屋 干支の置物

○オーセントゴルフクラブ 11万400円

（市民チャリティゴルフ募金を福祉対策資金として）

社会福祉協議会（善意銀行）への寄付

一般預託

○商工会議所婦人会 10万円

善意の花束

（受付順　敬称略）

最低賃金改正のお知らせ
☆地域別最低賃金�平成12年9月30日より

兵 庫 県 最 低 賃 金
日　額 時間額

最 低 賃 金 の 件 名 日　額 時間額

繊維工業、靴下製造業 5,836円 728円

塗 料 製 造 業 6,639円 830円

鉄 鋼 業 6,393円 798円

一般機械器具製造業 6,314円 788円

電気機械器具製造業 6,014円 751円

輸送用機械器具製造業 6,608円 823円

計量器・測定器・分析
機器・試験機・測量機
械器具製造業

6,066円 758円

5,353円 671円

☆産業別最低賃金�平成12年12月1日より

各 種 商 品 小 売 業 5,896円 736円

自 動 車 小 売 業 6,184円 773円

※詳しいことは、兵庫労働基準局賃金課電話（0 7 8）3 32－
7020または最寄りの労働基準監督署にお問い合わせ下さい。

日
　
時

１
月
20
日

（土）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場
　
所

市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

演
　
題
「
介
護
保
険　
と　
健
康　
づ　
く　
り
」　

講
　
師

県
立
厚
生
専
門
学
院

前
学
院
長
　
稲
垣
裕
子
氏

入
場
料

無
料

問
合
先

生
涯
学
習
課

（
電
話
42
│
８
７
７
２
）

日
　
時

３
月
11
日

（日）

※
雨
天
18
日

午
前
９
時
〜
受
付

場
　
所

善
防
中
学
校

周
辺
コ
ー
ス

│
出
場　
チ　
ー　
ム　
募
集
│

ト　
リ　
ム　
フ　
ァ　
ミ　
リ　
ー

全
国
駅
伝
競
走
大
会

第
３
回
女
性
研
修
講
座

参
加
資
格

ど
な
た
で
も
家
族

（
３
親
等
）
単
位
で
（
３
名
１
チ
ー

ム
、
グ
ル
ー
プ
も
可
）

区
　
間

ロ
ン
グ
コ
ー
ス
６
・
１

km
（
３
・
１
、
１
・
５
、
１
・
５
）

シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
４
・
０
km

（
１
・
６
、
１
・
２
、
１
・
２
）

申
込
締
切

２
月
16
日

（金）

申
込
・
問
合
先

加
西
市
体
育
協

会
事
務
局
（
電
話
42
│
８
７
７
３
）

指定預託

☆加西ボランティア協会へ

○匿名 2万円

○田町 竹本幸夫 1万5000円

○本陣従業員一同 1万758円

○匿名（Ｙ・Ｙ） 3万円

○美心 2万円

供養預託

○植永雅則 20万円

最近よく耳にする「ピッキング」とは、特殊な工具を使

用し開錠する手口で、組織的な犯行が目立っています。

ピッキングの対象となる「ディスクシリンダー錠」から別

のタイプに交換したり2種類の鍵をつけると効果的です。

しかし、最も大切なことは「鍵」に頼らない「安全・安

心のまちづくり」ではないでしょうか。

ピピッッキキンンググにによよるる侵侵入入盗盗ににごご用用心心 !!
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H13.1.1現在（前月比）

人　口／ 52,116（＋5） 世帯数／ 15,907（＋ 3）
男　／ 25,300（ー9） 女　／ 26,816（＋14）

83青い宝石のような実（種
子）のつくジャノヒゲ

21
世
紀　
の　
幕
開　
け　
の　
今
年　
は　
巳

年
、　
そ　
の　
巳
年　
に　
因　
ん　
で　
ジ　
ャ　
ノ　
ヒ　

ゲ　
を　
紹
介　
し　
ま　
す
。　

「　
ジ　
ャ　
ノ　
ヒ　
ゲ　
」　
は　
細
長　
い　
線
状　

の　
葉　
を　
「
蛇　
の　
鬚
」　
に　
な　
ぞ　
ら　
え　

て　
つ　
け　
ら　
れ　
た　
名　
で　
す
。　
ユ　
リ　
科　
の　

常
緑　
の　
多
年
草　
で　
、　
少　
し　
日
陰　
に　

な　
る　
よ　
う
な　
土
手　
や　
草
地　
に　
生
え　

て　
い　
ま　
す
。　
夏
、　
淡
紫
色　
の　
小
花　

を　
咲　
か　
せ　
、　
冬　
に　
真　
ん　
丸　
い　
藍
青

色　
で　
宝
石　
の　
よ　
う
な　
実　
が　
つ　
き　
ま　

す
。　
昔
、　
子　
ど　
も　
た　
ち　
は　
「　
ご　
し　

た　
ま　
」　
と　
呼　
ん　
で　
「　
お　
な　
ご　
竹
」　
で　

ご　
し　
た　
ま　
鉄
砲　
を　
作　
っ　
て　
遊　
ん　
だ　
も　

の　
で　
す
。　

実　
の　
よ　
う　
に　
見
え　
る　
の　
は　
、　
本

当　
は　
実　
（
果
実
）　
で　
は　
な　
く
、　
種

子　
な　
の　
だ　
そ
う　
で　
す
。　
多　
く　
の　
実　

の　
な　
る　
植
物　
は　
、　
大
部
分　
が　
秋　
に　

熟　
し　
、　
鳥　
や　
動
物　
を　
誘　
い　
ま　
す
。　

し　
か　
し　
ジ　
ャ　
ノ　
ヒ　
ゲ　
は　
、　
他　
の　
実　
の　

な　
く　
な　
っ　
た　
年
明　
け
頃　
に　
な　
っ　
て　
か　

ら　
は　
じ　
め　
て　
青　
く
色　
づ　
き　
ま　
す
。　

鳥　
や　
動
物　
を　
独　
り
占　
め　
に　
す　
る　
た　

め　
の　
戦
略　
で　
し　
ょ　
う
か　
。　
花
後　
す　

ぐ　
に　
果
実　
の　
も　
と　
に　
な　
る　
子
房
壁　

を　
破　
り
捨　
て　
る　
の　
で　
す
。　
頭　
（　
？　
）　

の　
い　
い　
植
物　
で　
す
。　
近
年
多　
く　
の　
園

芸
品
種　
が　
つ　
く　
ら　
れ　
、　
グ　
ラ　
ウ　
ン　
ド　

カ　
バ　
ー　
と　
し　
て　
栽
培　
さ　
れ　
て　
い　
ま　

す
。
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